
□令和４年度 芭蕉翁献詠俳句 児童生徒の部特選 

俳  句 学校学年 氏  名 

とどくかなそらにてをやるしゃぼんだま 睦保育園 福森 希桜  

くさむらにほたるのおしりかくれてる 三田保育園 勝谷 凜翔 

うみのなかもぐってみたらかにはっけん 中瀬城東保育園 タパ ミサン 

あおぞらにまけないあおのあさがおが 伊賀市立上野東小一年 川口 心乃葉 

めだかさんぼくはがっこうやすみだよ 伊賀市立上野西小一年 飯澤 倖央 

すなはまにあしあとのこるうみがめさん 伊賀市立府中小一年 栗林 大樹 

みちじおにのみこまれそうしおひがり 伊賀市立上野東小二年 森岡 奈穂 

はんかちであにとオバケになりきった 伊賀市立上野西小二年 稲濱 優仁 

さわれないざりがに友とゆずり合い 伊賀市立上野西小二年 花谷 奏空 

うずしおにすいこまれそう手すりもつ 伊賀市立府中小三年 稲岡 明穂 

夏空へ空中さんぽゴンドラで 伊賀市立友生小三年 要 謙蔵 

たきつぼに一歩近づき風が来る 京都市立紫明小三年 恒藤 灯里 

雷鳴や毛筆持つ手震えてる 伊賀市立上野東小四年 久田 健人 

真夏日やほぼ赤色の日本地図 伊賀市立上野北小四年 田中 詩乃 

木のえだをだきしめているせみのから 伊賀市立友生小四年 本城 皆幸 

夕涼みみの虫あんの丸い石 伊賀市立上野東小五年 福森 美陽 

リフティング夢中になって秋夕焼 伊賀市立上野東小五年 西山 誠剛 

とうろうをはまべに運び夏おしむ 伊賀市立西柘植小五年 中澤 実佑 



夏の雲めがけて打つぞホームラン 伊賀市立上野西小六年 南野 零偉 

大青ね始発電車の汽笛鳴る 伊賀市立柘植小六年 愛川 遥希 

ディーゼル車青田の土手を走り過ぐ 伊賀市立西柘植小六年 山本 聡介 

涼をとる父と並びて滝の前 伊賀市立緑ヶ丘中一年 前澤 赳 

サングラス反射し見える僕の街 伊賀市立上野南中一年 廣岡 蓮斗 

はじけたよともだちの笑みと水ふうせん 伊賀市立緑ヶ丘中一年 森井 柚鈴菜 

合奏中休符のたびにせみの声 伊賀市立緑ヶ丘中二年 岩井 くるみ 

いつの間に家族増えてるヤモリかな MIHO美学院中等教育学校二年 佐藤 くらら 

シャトルランの記録更新若葉風 古賀市立古賀東中二年 濵﨑 聖 

苧環や白線をふむストローク 伊賀市立緑ヶ丘中三年 岡田 悠汰 

ウクレレの初セッションはひぐらしと 伊賀市立青山中三年 北村 結菜 

風穴に吹く涼風とひびく声 伊賀市立崇広中三年 前田 渓渡 

逆光の俳聖殿へ秋の蝶 三重県立四日市高校二年 粂内 瑞生 

数学の問二が解けず五月闇 三重県立紀南高校三年 﨑上野 和音 

雲の峰崩し現る飛行船 愛知県立旭丘高校三年 渡邉 美愛 

 


